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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。

秋は「学び」の季節
朝日大学では、「地域と共に歩む大学として日頃の研究成果を社会に還元する」ことを

目的に、1987年から日常生活に身近なテーマを取り上げ公開講座を開講しています。

保健医療学部看護学科今
2014年4月誕生{設置認可申謂中指定学校申請中)
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秋の公開講座の案内告知
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大学評価基準を剥たす回定マーク
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オープンキャンパスで
朝日大学を体感

.模擬授業・裁判で1日大学生

法学部(法学科)、経営学部(経営学科・ビジネス企画学科)の志願者を対

象とした12013オープンキャンパス」が7-8月に穂積キャンパスで開催された。

県内外から多くの高校生や保護者らが来学し、映像による大学紹介、

模擬授業、入試・奨学金説明会、キャンパス見学、学食体験などに参加、

大いに「朝日大学」を体感した。

模擁法廷で裁判を実体験

模擬授業では、「顧客はディズニーランドで何を買っているのか?J、
「人はなぜ犯罪を繰り返すのかけなど高校生にも関心のあるテーマを取

り上げた大学ならではの内容に参加者は目を輝かせていた。

また、学食体験では、学生スタッフや教

員との会話もはずみ、学部での学習内容、

資格取得やキャンパスライフの話に真剣に

耳を傾けていた。

さらに、裁判員裁判の導入を受け改修

された模擬法廷では実際に裁判官席に E凶で英会話を楽しく学ぶ

市民相談室

相設内容

ランチバイキングで学生・教員と交流

着席し模擬裁判で評決を下したり、イングリッシュランゲージサロン(ELS)

では外国人教員との英会話を楽しむなど、朝日大学の特色や魅力をより

理解・体感できる「オープンキャンパスjとなった。

.未来の歯科医師を目指す

歯学部志望者を対象とした「オープンキャンパ

スJでは、全国各地から歯学部への入学をめざ
す高校生、保護者・家族らが集い、建学の精神

や教育方針、歯科医師国家試験への取り組み、 インプラント手術を体験

新しい学費の体系、そして、歯科医師の魅力などの説明に熱心に耳を傾けた。

参加した高校生たちは、模擬実習で顎の骨の模型にインプラント体を

埋入するインプラント手術を体験したり、今夏リニューアJレされたシミュレー

ション実習室では、患者型マネキンで実際に虫歯に見立てた模型の歯を

削り「歯科医療」の現場を「ワクワク、ドキドキJしながら実体験した。
未来の歯科医師たちは、朝日大学の歯学教育を体験し、歯科医師を

めざす気持ちがより強くなったようであった。

-畠

「患者型マネキンJではじめての歯科治療

E~.E.f，i:霊彊

砂法律・経営に関すること

朝日大学では、地域の皆様との交流を深めるとともに、大学で

行っている教育や研究の成果を皆様の生活に役立てていただ

けるよう、市民相談室を開設していま1九
砂歯や体の健康に関する乙と

砂入試に関すること
それぞれの分野について専門の教職員が皆様からのご相談を

お受けし、解決に向けてのアドバイスをさせていただきま1九

E掴 相談は電話ω

|法律・経費削TEL058-329・1199 1，...岨瞳1tm10120・058327I ::.::.== I I ............ '""""'''' ""'&.-.'-' I 1....，....， I入院相厳|
型塑里町E・mail:soudan@alice.asahトu.ac.jp 仁三士三JE・mail:nyushi@alice.asahトu.ac.jp



ASAHI University News Letter 

日本歯科理工学会

「学会賞J.I功労賞」を受賞
「第61回日本歯科理工学会(東京)Jにおいて、土井豊名誉教授(歯

学部歯科理工学分野)が栄えある「学会賞jを、また、物理学の元教授

後藤隆泰氏と歯学部歯科理工学分野の元准教授足立正徳氏が「功

労賞」を受賞した。

L、
受賞を受けた後藤氏土井氏、足立氏(左から)

ジュニア・ロースクール開講

穂積キャンパス6号館模擬法廷で、中学生を対象とした「ジュニア・ロー

スクールJが調講された。
裁判員制度の実施に伴い、国民の司法参加が必須となった今日にお

いて、一般市民に対する法教育、さらには、若年層に対する学校での法

教育が益々重要性を増している。

ジュニア・ロースクールは、岐阜県弁護士会、法学部を有する朝日大

学、岐阜県内外に多数の教員を輩出している岐阜大学、そして、県内学

校の法教育推進を目的として設立された岐阜法教育研究会が連携し、

中学生の夏休み体験学習のーっとして毎年開講しているものである。

.模擬法廷で裁判を体験!

模擬法廷に集まった50名を越

える中学生たちは、初めて体験す

る裁判所(模擬法廷)の様子に

少し緊張ぎみの様子。しかし、そこ

は度胸のすわった中学生たち、 中学生たちが「模擬法廷」で裁判制度を学ぶ

「学会賞」は、歯科理工学会においてすぐれた業績を残すとともに、学 I r裁判って、いったいなんなの?J、「裁判官・検察官・弁護士は何をしてい
術の分野で貢献を果たした者に贈られる最も名誉ある賞。また、「功労 | るのりなどの疑問を解決しようと熱心に受講していた。

賞」は、学会での業績のみならず中部地域の学術交流などに多年にわ

たり貢献を果たした者に贈られる賞である。

今回受賞された方々の栄誉を称えたい。

北欧フィンランドから

歯学部学生を受け入れ

本学と文化学術交流協定を締結し学生・教員の相互交流を行ってい

るフィンランドトゥJレク大学歯学部の教員と学生が、本学歯学部での短期

海外研修のため来日した。

一行は、はじめに穂積キャンパスで藤原周歯学部国際交流委員長か

ら「日本の歯科教育制度や朝日大学の教育システム」の講義を受講。続

いて講義や実習を見学、歯学部教員の指導のもと、シミュレーション実習

を体験し本学での充実した研修プログラムに取り組んだ。

日本の歯科治療の現場を視察

穂積キャンパスでの研修を終えた一行は、岐阜市内のPDI岐阜歯科

診療所で日本の歯科治療の現場を視察。その後、岐阜市内や京都で日

本文化の体験をした学生たちは、修了式で磯崎篤則歯学部長らから修

了証書を受領し、本学での充実した短期研修を終えた。

PDI岐阜歯科診療所で記念撮影

歯学部海外研修を実施

歯学部では、国際的な視野を持ち幅広く活躍できる歯科医師を育成

するために、毎年夏季休業期間等を利用し「短期海外研修」を実施して

いる。5年生を対象とした海外研修の費用は全額大学で負担しており、

学生にとっては、国際交流を深め海外の医療の現場を知る絶好の機会

といえる。

穂積キャンパス6号館食堂では、学生派遣にあたり壮行会が行われ、

磯崎篤則歯学部長、藤原周歯学部国際交流委員長ほか、引率教員ら

関係者が出席した。

今回海外研修に参加する学生たちは、研修先での各種研修プログラ

ムに思いを馳せ、期待に胸を膨らませると共に、それぞれの意気込みを

堂々 と発表していた。

.海外4カ国7大学へ派遣

2013年度の歯学部短期海外

研修は4カ国7大学でそれぞれ行

われ、8月末までに全て終了、将来

の歯科医師たちにとって実り多い

海外研修となったようである。
磯崎学部長から壮行の言葉を受ける学生たち

ーー

フィンランド、 トゥルク大学 2名

北京大学口腔医学院 4名
中国

第四軍医大学 5名

カリフォル二ア大学ロサンゼルス校 5名

重量 アメリカ テキサス大学サンアントニオ校 5名

アラバマ大学バーミングハム校 5名

回 メキシコ メキシコ州立自治大学 5名
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旧本小児歯科学会大会」開催

「第51回日本小児歯科学会大会」が長良川国際会議場(岐阜市)で

開催され、田村康夫教授(歯学部小児歯科学分野)が大会長を務め

た。本学の主催は1973年以来、40年ぶりのこととなった。

多彩なセッションが展開

「新たな出発 一次の半世紀に向けて

の小児歯科医療を考える-Jをテーマと
した今回の大会では、京都大学霊長

類研究所教授の松沢哲郎氏の「想像

するちから ーチンパンジーが教えてくれ

た人間の心一」、筑波大学人間系教授

の宮本信也氏の「発達障害と愛着障 開会式で挨拶する田村大会長

害 一子どもの心の問題のキーワードー」が特別講演として行われた。

また大会期間中には、臨床講演、教育講演、リレー講演、シンポジウム、

歯科衛生士セミナーなど多彩なセッションが展開され、各会場では活発

な討議や情報交換が交わされた。2日間で参加者約1，500名を数えた大

会は成功裏に終了した。

三重大学との連携協議会

朝日大学と三重大学は、教育水準の向上や地域社会への貢献を目

的として「包括連携協定」を締結(2010年2月)し、人材交流や共同研究

を行っている。

地域貢献と大学関連携

今回、両大学の学長・副学長、各学部長、事務局長等による第4団連

携協議会が村上記念病院西館ホールで開催された。協議会では、公開

講座やシンポジウムにおける講師の相互派遣、共同研究の推進、大規

模災害時における相互支援の仕組みなどについて協議が行われた。

また、ヲlき続き開催された懇談会では、大学や附属病院の運営及び

経営に関する情報交換なども活発に行われた。

てi捻
ー宅_--‘. -ー
大友克之学長が本学を代表し挨拶

特別支援学校でボランティア

教員免許状取得をめざし教職課程センターで学ぶ学生たちが、岐阜

県立長良特別支援学校の「ふれあいの日」のイベントに参加し、学生サ

ポーターとしてボランティア活動を行った。

教員をめざす気持ちがさらに強く

学生たちは、軽スポーツコーナーで障害のある生徒たちとふれあった

り、模擬庖バザーのチケットを販売したりと、地域住民や子供たちとの交

流を深めた。

学生たちからは、「子供たちは素直でかわいい。本当に“ふれあいの

日"を楽しんでいるのが表情から伝わり、うれしかった。教員をめざす気持

ちがさらに強くなった」などの感想が聞かれた。彼らが、将来、教育現場で

活躍する姿が思い描ける一日であった。

歯学部でFD研修会開催

他大学の取り組みを学ぶ

歯学部では、他大学の取り組み

を学び、本学歯学部におけるFD活

動の新たな展開をめざすことで、約

100名の教育職員が参加したFD

研修会が穂積キャンパス1号館講

義室で開催された。

今回の研修会では、近年の歯科 東京歯科大学の井出学長が歯学教育を語る

医師国家試験において高い合格率を維持している東京歯科大学の井出

吉信学長、新潟大学の前田健康歯学部長らを外部講師に招き、歯学教育

の手法と教育評価や歯学教育認証評価などに関する研修を行った。

会場では、先進的・効果的な事例を学ぼうと教職員は真剣な眼差しで

参加していた。

FD [faculty development] 教員の教育カを高めるための実践的手法



教育懇談会を開催

.建学の精神に基づく教育方針を説明

法学部・経営学部の教育懇談会が穂積

キャンパス6号館と名古屋市内で開催された。

両学部の懇談会では、副学長・学部長ら

から「建学の精神Jに基づく教育方針の説明
を交えた挨拶や教員紹介などがあり、活発な

質疑応答を経て全体の懇談会を終了した。 父母たちが教育方針等の説明を

その後の「個別懇談Jでは、指導教員と 熱心に聞く

父母とが、学生のキャンパス内での様子や学業成績、就職活動状況な

どについて個別面談を行い、実りの多い教育懇談会となった。

大学、学生、父母が共通認識

また、「未来の歯科医師」育成に取り組む歯学部でも今秋に、学生、父

母及び大学の三者が共通の理解と認識をもち「将来の歯科医師」をめ

ざすための「教育懇談会、三者面談」の開催が予定(5・6年生は今春に

開催済み)されている。

オープンスクール開講

岐阜県立郡上北高等学校のオープンスクールが穂積キャンパスで開講された。

朝日大学のスクールパスで到着した同校の生徒たちは、6号館講義室

に入室し、中畑千弘教授(ビジネス企画学科)から「オープンスクール形

式」の授業を受講した。

「知の拠点Jとして

授業では、「人気テレヒ@ドラマの出演者」

をテーマにヒット番組を生むテレビ局の

マーケティング戦略などについて学んだ。

高校生たちはその後、映像(DVD)で朝 緊張した様子で大学の講義を受講

日大学の学生生活の様子や充実した奨学支援制度などを視聴したり、

施設を見学したりと「一日大学生」を体験した。

朝日大学では、今後も広く「知の拠点」として、高大連携をはじめとし地

域社会に関かれた大学をめざしていく。

大学院経営学研究科

博士前期課程における専攻の名称変更について

本学大学院経営学研究科では、科学技術の進歩と社会変化に迅速か

っ適切に対応し、社会的要請に応えるため、2014年4月入学生から本研究

科の専攻名を「大学院経営学研究科情報管理学専攻博士前期課程」か

ら「大学院経営学研究科経営学専攻修士課程」に変更することで、文部

科学大臣への届出手続きを進めることとしました。

本件に関する問い合わせは、郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記

の上、FAX又はE-Mailにてご連絡ください。

[連絡先]朝日大学学事標経営学研究科担当
TEL:058-329-1077 FAX:058-329-1253 E-Mail:gakuji2@alice.asahi-u.ac.jp 
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法学部特別講義を実施

少年事件の司法手続きの中で少年鑑別所や法務教官が果たす役

割などを学ぶ特別講義が、法学部で行われた。

.少年鑑別所、法務教官とは

同講義には、法学部で少年法や刑事

訴訟法を学ぶ学生約50名が出席し、岐

阜少年鑑別所の森島博宣専門官の講

義に熱'L、に耳をかたむけた。

森島氏は、少年を立ち直らせるための

教育施設が少年鑑別所であると解説、 森島氏による法学部「特別講義j

また、「少年と寝食を共にするやりがいのある仕事なので、将来の職業と

して法務教官をめざしてほしい」と受講生たちに語りかけた。受講学生の

一人は「少年の健全育成のために少年鑑別所が必要な施設であること

が理解できた」と話した。

キャリア教育講演会
「企業と人材」

穂積キャンパス6号館大講義室でキャリア教育講演会「企業と人材」

が開催され、約7∞名の学生がメモをとりつつ熱'L、に聴講した。

同講演会は、文系学部の学生が入学時から4年後を見すえ「職業

観」や「就職意識」を身に付けることを目的に早期就職支援の一環とし

て、毎年外部講師を招へいし開催している講演会である。

熱意と真剣さが求められる

「企業と人材Jで講演する佐々 木氏

今回の講演会では、岐阜労働局の佐々木秀一局長が講師を務めた。

佐々木氏は、労働局の仕事内容や企業経営者たちは熱意と真剣さのあ

る学生を求めていることを解説すると共に、学生たちへ「人生の幸せを考

え会社選びを行うことが大切。仕事にやりがいがあるのか、従業員を大

切にする会社なのかなども重要な就活ポイントであるJと語りかけた。
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「熱中症対策講話」を受講

「熱中症対策講話」が学生部主

催の行事として穂積キャンノTス5号

館講義室で行われ、各クラブの学

生や教職員ら約50名が受講した。

この時期「熱中症」による事故

が多数報告されていることから、

運動中や課外活動中の「熱中症 「熱中症の危険性Jを学んだ

の危険性」について、学生や教職員が十分認識を高めることを目的に開

催された。

大塚製薬(株)の小柳智昭氏からは、「熱中症」の発生要因とその対

処法について分かりゃすく講話がなされると共に、実際に身近なスポーツ

ドリンクを利用した補給法が示された。参加した学生や教職員は「熱中

症」を身近な問題として捉え、みな真剣な眼差しで受講していた。

学生補導講演会を開催

学生部では、岐阜県警北方警察署の協力を得て「犯罪に巻き込まれ

ないために 一薬物犯罪等に手を染めないように自己防衛を一」と題し、穂

積キャンパス6号館講義室において「学生補導講演会」を開催した。

北方署生活安全課長の講話 ←

講演会では、はじめに山本英弘学

生部長の挨拶があり、その後、北方

箸の土川孝則生活安全課長から、

昨今多発している薬物、銃器、ストー

カー、悪徳商法等の各種犯罪に本学 北方署生活安全課長による講話

学生が巻き込まれなUミようにと「各自の自己防衛のための意識高揚」につ

ながる講話やピデオの上映が行われた。学生、教職員約200名の受講

者たちはメモをとりつつ熱JL、に講師の話に耳をかたむけていた。

朝日祭告知!! 盛りだくさんのイベントを予定

「第43回朝日祭Jが盛大に開催されます。
皆様お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

期日 2013年 10/18(金)・19(土)・20(日)

テーマ OPENょうこそ朝日祭へ
催し(予定) 芸人ライブ、模鍍庖、ビンゴ大会、ヱコキャンペーンなど

防犯マップを作成

法学部学生を中心に組織する防犯ボランティア団体「めぐる」は、岐阜

県警生活安全課の協力のもと作成した「紡犯・交通安全マップJを地元
の穂積小学校に届けたo r.，...r:I-l""~ー司

自登下校の安全を守る

「めぐるJのメンバーたちは、穂積小学
校の通学路を実際に歩き、交通量が多

い、見通しが悪い、薄暗いトンネルがある

などの危険箇所をマップにまとめ「防犯・ 防犯マップを小学校に届ける

交通安全マップ」を完成させた。贈呈式が行われた全校集会で「めぐる」の

代表者は、「自分で気づいた危険なところを書き加え、オリジナルのマップを完

成させてください」と小学生たちに防犯マップの利用方法などを説明した。

「めぐる」のメンバーたちは、これまでに岐阜県警北方署や瑞穂市との

連携をはかり、小学校での防犯教室をはじめとし様々な防犯街頭啓発活

動を展開、地域社会に貢献している。

ラグビー

タンザニアヘジャージを寄贈

体育会ラグビー部が、アフリカのタンザニアへラグビージャージ、Tシャツ

やタオルを寄贈した。

今回の寄贈は、ラグビー部吉川充監督(本学職員)と7人制ラグビー

(19歳以下)のタンザニア代表コーチであるムトワラ・ラグビーフットポール

協会の服部貴紀氏との交流で実現したもの。

過酷な環境でのびのびプレー

服部氏は現在、タンザニアの中で

も開発の遅れている南東部ムトワラ市

でラグビー指導に従事。現地はスポー

ツ用具の入手も難しく環境面でもラグ

ピーに向いていない地域であるが、選

手たちはフィールドでのびのびとプ 本学公式ジャージを着用したラガーマン

レーをし、これまでに4名の代表選手(19歳以下)が誕生しているとのこと。

「ラグビーを通じて世界中の子供たちを笑顔にしたいJとの服部氏の思
いに共感した吉川監督らラグビー部のメンバーたちが、朝日大学で未使

用のジャージなとを寄贈し、遠い異国の若いラガーマンにエールを送った。
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会計研究

「公認会計士短答式試験」合格!
昨年4月に創部した体育会会計研究部の部員たちが「平成25

年度公認会計士試験第E回短答式試験」を受験し、みごとl名の

合格者を輩出した。

合格者は、今後「公認会計士試験論文式試験」の合格をめざ

す。この論文式試験に合格することにより、はれて「公認会計士試

験合格Jの栄冠を手にすることとなる。

会計のプロフェッショナルをめざす

日商簿記検定l級や2級に合格した会計研究部のメンノtーは現

在29名。彼らは経営学部経営学科に設置されている「会計コー

ス」で学び、公認会計士、税理士、国税専門官や企業の財務・経

理プロフェッショナルをめざし、現役公認会計士らの個別指導のも

と専用学習室でソTソコンやWebサポートシステムなどを利用し、

日々 、夢の実現に向け歩みを続けている。

専用学習室で学ぶ会計研究部

ホッケー

「大学王座決定戦」準優勝!

体育会ホッケー部が、岐阜県グリーンスタジアム(各務原市)で開催された

「第32回全日本大学ホッケー王座決定戦Jにおいて、堂々 の準優勝に輝いた。

宿敵立命館大学との対決

「王座決定戦」は、春季リーグ戦を

勝ち抜いた東西の強豪大学が「大

学王座」をかけて対戦する大学ホッ

ケー最高峰の大会。ホッケー部は、

「大学王座」をかけ順調にトーナメント

を勝ち上がり、準決勝では関西春季

リーグ優勝チームの天理大学(第1代 立命館大学ゴール前に切り込む選手

表)にみごと勝利し決勝戦へと駒を進めた。決勝戦は、今春関西リーグ

準決勝で敗れた立命館大学との対戦、一進一退のゲームが展開された

が実力に勝る立命館大学が得点を重ね勝利。本学ホッケー部の「大学

王座J獲得はならなかった。
しかし、着実に実力を付けレベルアップしているホッケ一部。めざせ大

学ナンバーワンを。
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自転車競技

西日本インカレ18連覇」、
全日本選手権で大活躍

関西CSC(大阪府)で行われた「第49回西日本大学対抗選手権大会」
において、自転車競技部は、スプリンj-，1krnTT、ケイリン、スクラッチ、チーム

SP、4krnTPなどの12種目で優勝を収め圧倒的な強さを発揮。西日本インカ

レの「総合優勝Jを果たすと共に、この大会8連覇の栄冠に輝いた。

全日本選手権や学生選手権でも大活躍

プロ、社会人やアマチュアが出場する園内最高峰の大会「第82回全

日本選手権大会(静岡県日本CSC)Jでは、チームSP(庚回敦士選手:三

重・上遠野拓馬選手・宮城・松本貴治選手・愛媛共にビジネス企画)、4krn

TP(相馬義宗選手・渡主盛期太郎選手・市原和希選手共にビジネス企

画:岐阜)、4krnIP(渡漫選手)の3種目で堂々の準優勝をはたした。

また、「第54回全日本学生選手権

大会(静岡県日本CSC)Jでは、1krn

TTで上遠野選手(ビジネス企画2

年)、4krnIPで渡漫選手(ビジネス企

画l年)が準優勝に輝くなど各競技に

おいて合計10の入賞をはたし、朝日

大学の競技力の高さを発揮した。
西日本インカレ4kmTP優勝

スポーツフェステイバル開催

本学体育会が、穂積キャンパス総合グラウンドなどで「第4図スポーツ

フェスティパJレ」を開催、地元の小・中学生や保護者ら約150名が参加し

大学生らとのスポーツを楽しんだ。

今回で4回目の開催となった同フェステイパJレは、全学をあげスポーツ

活動を支援している朝日大学が、地域貢献活動としてレクリエーションを

通じてスポーツに親しんでもらおうと開いたスポーツイベントで、地域住民

と学生の交流の場となっている。

自子供たちとスポーツ体験

体育会所属のラグピー、フェンシング、硬式テ

ニス、ハンドボール、硬式野球、相撲の部員やボ

ランテイア団体「めぐる」のメンバーらが指導者と レクリエーシヨンを楽しむ子供たち

なり、綱引き、大玉転がしなとを遊ぴ、の要素を取り入れたレクリエーションなどを運

営。午後には部員たちによるフェンシングやハンドボールのミニ試合が行われ、

迫力あるプレーやユニフォーム姿に子供たちは歓声をあげ目を輝かせていた。
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申請の概要

ASAHI UNIVERSITY 

:‘ 

SCHOOLofH叫 hSciences ~ 
Department ofNursing 

三荏 1 
0:5之 J
。保健医療学部看護学科

設置認可申請中指定学校申請中

看護学科の特色

U) 

誕生

入学定員 80名〔保健医療学部看護学科) 。 高度な技術と知識、豊かな人間性を育む看護教育を実践します。

キャンパス 厳阜県瑞穂市穂積1851(穂積キャンパス)
。 地域医療に貢献する看護師を養成します。

取得てきる資格 看護師国家試験受験資格

保健師国家試験受験資格(選択制・入学定員のうち15名) 。 附属村上記念病院を中心lこ、病院実習を行います。

課 程 4年制 あ、問い合わせ先:朝日大学入試広報室
そ の 他上記の情報は、文部科学省に設置認可申請中のもの

FD : 0120-058-327 I議員議穂市轍1851であり、内容が変更されることがあります。


	新聞9月号 1
	新聞9月号 2
	新聞9月号 3
	新聞9月号 4
	新聞9月号 5
	新聞9月号 6
	新聞9月号 7
	新聞9月号 8

